
岡崎市交通政策会議

○乗合タクシー等の実証運行 （H20～22年度）
◇市中山間部の下山地区及び宮崎・形埜・豊富地区において、
住民の主体的・組織的な取り組みのもと、乗合タクシー等の実
証運行を行う。

○バス利用環境の改善 （H22年度）
◇市内バス路線において、バスロケーションシステムを導入す
るとともに、鉄道との共通ＩＣカードを導入し、公共交通の利便性
の向上を図る。
◇市内中心部の利用者の多いバス停において、上屋やベンチ
を整備し、バス待合環境の改善を図る。

○基幹バスの実証運行
◇矢作・市民病院線、額田支所・市民病院線（H20～22年度）
全市的な基幹バスネットワークの構築に向け、ネットワークの
弱い市内東西軸における持続可能な基幹バス路線設定のため
の実証運行を行う。
◇おかざきエクスプレス（岡崎駅・市民病院線）（H20～21年度）
バス交通活性化実験として、移動需要の多い交通拠点・中心
市街地・都市拠点間を結ぶ快速バスの実証運行を行う。

鉄道や既存のバス路線と連携した利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けて、基幹となるバス路線を設定して、幹線バスネットワークの整
備に向けた実証運行を行うとともに、交通空白地域における地域交通（乗合タクシー等）の実証運行、バスの待合・乗継環境の整備、さらには、公共交
通情報の提供充実や公共交通利用に対する市民行動の変革を推進し、公共交通の活性化及び再生を図る。

概 要

○公共交通の利用促進策の実施 （H20 ～22年度）
◇秋の市民まつりの２日間を「公共交通に親しむ日」として、公
共交通利用促進キャンペーンを実施する
◇公共交通による通勤が期待できるサービス水準の高い地域
の事業所等を対象にモビリティマネジメントを実施する。
◇市内バス路線図や主要駅発着のバス運行情報、タクシー情
報、バスロケーションシステムに関する情報を掲載した公共交
通マップを作成し公共交通の利用促進を図る。
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岡崎滝団地

大樹寺

本宿駅

北部診療所

中央総合公園岡崎公園前

矢作橋駅

北野枡塚駅

宮崎診療所

幸田駅前へ

安城駅前へ

西尾へ

大門駅

北岡崎

美合駅

形埜地区

宮崎地区

中岡崎駅

ＪＲ岡崎駅

【凡例】

鉄道

補助路線

既存路線

基幹バス実証運行路線

乗合タクシー実証運行地区

六ツ美支所

奥殿陣屋

中心市街地

福岡町

市役所

名鉄東岡崎駅
西岡崎駅 市民病院

額田支所

豊富地区

下山地区

岡崎市

平成２０年３月２５日設置
平成２０年８月２６日連携計画策定
平成２２年１月 ８日連携計画一部変更

岡崎拠点快速バス

「おかざきエクスプレス」

活性化再生総合事業の取り組み （H20 ～22年度）

バスロケーションシステムの
サービスイメージ

バス停整備のイメージ 乗合タクシーの実証運行

（下山地区）H21.3 ～



○協議会の開催状況及び事業の進捗状況 【４回開催】

◇岡崎市交通政策会議の開催状況と内容

第１回会議（５月） ・・・総合事業の報告、下山地区ささゆりバス運行内容の見直しについて 他

第２回会議（７月） ・・・総合事業に基づくバス路線の利用状況、東部地区のバス路線の見直しについて 他

第３回会議（10月）・・・実証運行路線の本格運行化に向けた対応、バスロケーションシステム等の整備について 他

第４回会議（12月）・・・総合事業の事後評価、実証運行路線の本格運行案について 他

◇総合事業の実施状況

①基幹バスの実証運行の継続（矢作・市民病院線、額田支所・市民病院線）

②額田地域乗合タクシー等の実証運行の継続

下山地区ささゆりバス（H21年３月～）、形埜地区乙川バス（H21年11月～）、

宮崎地区のってこバス２路線（H21年12月～）、豊富地区ほたるバス（H22年３月～）

③利用促進キャンペーン「公共交通に親しむ日」の実施（11月６・７日）

④「公共交通マップ」の改訂発行（12月）

⑤バスロケーションシステムの導入（12月）

⑥バス停上屋（13箇所）、ベンチ（30箇所）の整備（12月）

⑦通勤ＭＭの実施（Ｈ23年２月実施予定）

⑧「総合事業報告会」及び「地域公共交通を守り・育てるシンポジウム」の開催（Ｈ23年２月11日開催予定）

⑨路線バス・コミュニティバスへのICカードの導入（Ｈ23年２月11日利用開始予定）

○事業の昨年からの改善点（２年度、３年度）
◇連携計画を見直し、交通事業者が実施主体となるバス利用環境の改善施策（バスロケ、上屋、ＩＣカード）を追加。
◇基幹バス「おかざきエクスプレス」の本格運行化（Ｈ22年４月～）
◇地域交通（乗合タクシー等）の利用促進
・各地域住民組織が主体となって運行内容を改善
・小学生の通学手段としての利用の促進
・地域住民によるバスを利用したウォーキングツアーの実施

◇交通事業者と連携した利用促進の展開
バス事業者に加え、新たに鉄道事業者も参加し「公共交通に親しむ日」を開催するなど、効果的に公共交通利用の
動機付けやPRを行った。



○事業の具体的な成果
◇実証運行路線の利用者推移
・基幹バス

・地域交通（乗合タクシー等）

◇利用促進キャンペーン「公共交通に親しむ日」
・キャンペーン期間中のバス利用者
一般路線バス利用者数が通常の日と比較して１１０％増加
コミュニティバス「まちバス」の利用者が通常の日と比較して２２５％増加
・平成２３年度以降も継続実施

Ｈ２１年度

日平均利用者数

Ｈ２２年度 ( ～Ｈ22．12)
日平均利用者数

矢作・市民病院線 ９７．９人 ９７．３人

額田支所・市民病院線 １８．２人 ２０．８人

Ｈ２１年度

日平均利用者数

Ｈ２２年度 ( ～Ｈ22．12)
日平均利用者数

下山地区ささゆりバス １６．４人 ２０．１人

形埜地区乙川バス ３．７人 ４．０人

宮崎地区のってこバス1号 ７．６人 ２１．１人

宮崎地区のってこバス２号 ３．０人 １４．３人

豊富地区ほたるバス ３．０人 １０．８人

※平成２３年度以降本格運行化（継続運行）

※宮崎地区・豊富地区では、Ｈ２２年度より小学生の通
学手段としての利用を開始

※Ｈ２３年度以降本格運行化（継続運行）

○今後の課題等

地域が主体的に取り組んでいる実証運行路線の利用状況は良いが、その他の一般路線の利用者は減少している。

このため、今後も継続して利用促進や改善などの取り組みを行うとともに、地域住民の主体的な取り組みを他の地域へ波及させ

を拡大していくことが必要である。



○自己評価のポイント（事業を実施する上で苦労した点、工夫した点等）

（市民アンケート調査）

15.4 58.4 9.2 9.5 4.23.3合　計

（％）

賛成参加 賛成不参加 バス事業者の判断 行政主体で維持 企業の協賛金等で維持 その他

賛成73.8％

Ｈ１９
5.4 16.7 60.9 5.9 8.4 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 n=3938

このような考え方に賛成であり、検討の場にも積極的に参加したい

このような考え方に賛成であり、検討の場に参加してもよい

このような考え方に賛成であるが、検討の場への参加は考えていない

バス事業者主体で運行を検討することが望ましく、このような考え方に賛成できない

行政主体で運行を検討することが望ましく、このような考え方に賛成できない

その他

賛成83.0％

Ｈ２２

7.8 7.6 2.7 45.6 36.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 n=3767

以前より公共交通を利用する機会が増えた

以前より公共交通を利用する機会が減った

以前は公共交通を利用していなかったが、新たに利用するようになった

公共交通を利用する機会は以前と変わらない

以前も今も公共交通は利用していない

19.3 6.6 4.1  52.9 17.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80 % 90% 100%

n=560

以前より公共交通を利用する機会が増えた

以前より公共交通を利用する機会が減った

以前は公共交通を利用していなかったが、新たに利用するようになった

公共交通を利用する機会は以前と変わらない

以前も今も公共交通は利用していない

○実施した公共交通施策を半分以上知っている人（Ｈ２２年度）
（市民アンケート調査）

○回答者全体（Ｈ２２年度）

①総合事業を知っている方の公共交通利用機会が増加

②地域が主体となって地域公共交通を検討することについて、賛成の意見が増加

③地域が主体的に取り組んだ実証運行路線では利用者が増加

対象バス路線 年間利用
者数増減
H22/H21

備 考

岡崎市バス路線全体 ９５％ 実証運行路線は、市や地域
住民が主体的にかかわり、
主要公共施設等を結ぶ拠
点快速バス、市民病院を結
節点とする基幹バス、中山
間地における乗合タクシー
の運行を行った。

実証運行路線
(基幹バス路線＋乗合タクシー等)

１０５％

補助路線 ９０％

非補助路線 ９６％

④バス交通環境に対する満足度が向上

（Ｈ１８年度）
２７．４％

（Ｈ２２年度）

３７．６％

（市民アンケート調査）

○連携計画に基づき各種交通施策を実施したことにより、市民の公共交通利用に対する意識が向上した。

○地域が主体的に取り組み、それを行政がサポートするという役割分担を明確にしたことで、

地域住民にマイバス意識が醸成され、利用促進につながった。


